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薬物学の先達－二人の八木先生 
東北大学医学部薬理学教室前史と小史 
東北大学名誉教授 佐藤 進 
（改訂）東北大・医・分子薬理学 柳澤輝行 
第７回先端医療薬学センター 講演会 
20121012-13  
岩手医科大学矢巾キャンパス 大会議室 
主催 中山貢一教授 
（岩手医科大・薬・分子細胞薬理学） 
薬理学でなく薬物学とは？ 
二人の八木先生とは？ 
• 八木長恭先生（製薬士） 
–1880年（明治13年）設立の日本薬学会の構
成員の一人 
–仙台医学専門学校設置薬学科薬物学教授 
• 八木精一先生 
–東北大学帝国大学医学部薬理学教室の初代
教授 
 
（付）参考資料 
• 東北大学史料館 ＞ 東北大学関係写真データ
ベース 
• http://webdb3.museum.tohoku.ac.jp/tua-photo/ 
• 山本敏行：東北大学艮陵同窓会小史、「東北帝国
大学医学専門部」時代．東北大学艮陵同窓会会
員名簿2003, p8-9 
• 中谷重綱：トネリコ属植物樹皮に関する故八木精
一門下生の研究の概説．岩手医学雑誌, 
1963;15:156-61 
 
われらが薬理学教室の虎の子・孫会の再会を記念して 
『艮陵同窓会百二十年史』より 
薬理学教室 
病理学教室 
解剖学教室 
http://webdb3.museum.tohoku.ac.jp/tua-photo/photo-img-
s.php?id=C011013&kw=%B0%E5%B3%D8%C9%F4&mode=0 
宝暦10年(1760) 仙台藩の藩校明倫養賢堂で医学教育開
始 
文化14年(1817) 仙台藩医学校設置（養賢堂から分離） 
明治12年(1879) 宮城病院附属医学校開設 宮城病院医学所→共立義塾→共立病院
附属塾舎から改称 
明治34年(1901) 仙台医学専門学校に改称 
明治45年(1912) 東北帝国大学に統合されて東北帝国大
学医学専門部となる 東北帝国大学は明治40年(1907)開設 
大正4年(1915) 東北帝国大学医科大学に改組 
大正8年(1919) 東北帝国大学医学部に改称 分科大学を学部と改称 
昭和24年(1949) 東北大学（新制）・同大医学部開設 
仙台での医学教育の変遷（概略） 
1736 元文元年 11月1日 仙台藩明倫養賢堂設置（仙台市北三番丁細横丁に
設置） 
1760 宝暦10年 7月 医学教育開始（別所玄李が医学講師に任命される） 
1761 宝暦11年 3月 医学教育を一般医にも開放（仙台市勾当台に移転す
る） 
1817 文化14年 仙台藩医学校設置（養賢堂から分離） 
1822 文政5年 仙台藩学校蘭科開設（わが国最初の西洋医学講座
を実施） 
1869 明治2年 仙台藩医学校を施薬所と改称 
仙台での医学教育の変遷（１） 
1872 明治5年 5月 宮城県立医学所設置，同時に私立共立社病院
を開き，附属塾舎を設ける 
8月 宮城県立医学所を廃止 
9月 共立病院附属学舎となる（共立学舎と称する） 
1873 明治6年 3月 共立学舎を共立義塾と改称 
8月 共立義塾を解散し，共立病院附属塾舎として教
育を続ける 
1879 明治12年5月 共立病院は仙台公立病院となる 
仙台での医学教育の変遷（２） 
7月 宮城病院と改称して，旧共立病院附属塾舎は宮
城病院附属医学校となる 
1880 明治13年 宮城病院附属医学校を宮城医学校と改称 
1881 明治14年 宮城医学校を宮城病院附属医学校と改称（県議
会の決議により，再び旧名称に復する） 
1882 明治15年 7月 宮城病院附属医学校を宮城医学校と改称 
宮城病院は宮城医学校附属医院と改称 
仙台での医学教育の変遷（３） 
1887 明治20年 8月 第二高等中学校医学部設置 
1888 明治21年 4月 宮城医学校附属医院は宮城病院と改称 
1890 明治23年 8月 薬学科を設置 
1894 明治27年 6月 第二高等中学校医学部を第二高等学校医学部と
改称 
1901 明治34年 4月1日 仙台医学専門学校設置医学科，薬学科併置（第二
高等学校から医学部が分離独立） 
1907 明治40年 6月22日 東北帝国大学設置の勅令公布 
9月1日東北帝国大学設置 
薬学科廃止、大正6年3月最後の卒業生 
仙台での医学教育の変遷（４） 
仙台医学専門部薬物学研究室 http://webdb3.museum.tohoku.ac.jp/ tua-photo/photo-
img-s.php?id=C050204&kw=%CC%F4%CA%AA%B3%D8&mode=0 大正２年［１９１３］頃   
    
    
    
   
   
   
    
  
  
    
  
    
  
   
   
    
 
    
    
    
    
    
    
  
    
    
 
    
 
 
 
   
 
   
 
    
   
 
 
 
 
 
  
1912 明治45年 4月1日 仙台医学専門学校は，包摂されて東北帝国大学医
学専門部となる 
1913 大正2年 4月1日 東北帝国大学医学専門部に附属医院を設置（県立
宮城病院を移管） 
附属医院看護婦養成所開設（県立宮城病院看護
婦養成所を移管） 
1915 大正4年 7月14日 東北帝国大学医科大学開設 
医学科設置「解剖学3講座，病理学・病理解剖学部
1講座，薬物学1講座，生理学2講座，医科学1講座
及び細菌学1講座が置かれた。（勅令第115号）」 
医学専門部附属医院は医科大学附属医院となる 
医学専門部附属医院看護婦養成所は，医科大学
附属医院看護婦養成所となる 
仙台での医学教育の変遷（５） 
    
    
    
   
   
   
    
  
  
    
  
    
  
   
   
    
 
    
    
    
    
    
    
  
    
    
 
    
 
 
 
   
 
   
 
    
   
 
 
 
 
 
  
1916 大正5年 6月8日 病理学・病理解剖学1講座，衛生学1講座，内科
学2講座，外科学2講座，産科学・婦人科学1講
座及び精神病学1講座が増設された。（勅令第
164号） 
1917 大正6年 9月12日 内科学1講座，外科学1講座，法医学1講座，小
児科学1講座，眼科学1講座，皮膚病学・黴毒学
1講座及び耳鼻咽喉科学1講座が増設された。
（勅令第137号） 
1918 大正7年 4月26日 東北帝国大学医学専門部廃止 
（医専の医・薬科学生募集停止は大正4年から） 
仙台での医学教育の変遷（６） 
    
    
    
   
   
   
    
  
  
    
  
    
  
   
   
    
 
    
    
    
    
    
    
  
    
    
 
    
 
 
 
   
 
   
 
    
   
 
 
 
 
 
  
1919 大正8年 4月1日 医科大学は医学部となる（医科大学の医学科は
医学部の医学科となる）「解剖学3講座，病理
学・病理解剖学2講座，薬物学1講座，生理学2
講座，医化学1講座，細菌学1講座，衛生学1講
座，内科学3講座，外科学3講座，産科学・婦人
科学1講座，精神病学1講座，法医学1講座，小
児科学1講座，眼科学1講座，皮膚病学・黴毒学
1講座，耳鼻咽喉科学1講座（勅令第16号）」 
大学研院設置 
医学研究科設置 
医科大学附属医院は医学部附属医院となる 
医学部附属医院産婆養成所開設 
仙台での医学教育の変遷（７） 
宮城病院付属医学校 
 薬物学      鈴木恂（生理学兼任） 
 化学        鈴木省三 
 
宮城医学校 
 薬物学      製薬士 八木長恭 
 
第二高等中学校医学部医学科薬物学担当  
明治２１・９・ ～ ２２・３  天谷千松（京都帝大）生理学兼務 
明治２２・４～２５・５   日高昂（眼科学兼任） 
明治２５・９～３０・３   渡辺文治（眼科学兼任） 
明治３０・４～３４・４   横田鋼太郎（病理学兼任）  
明治３８～４５・４     玉造弥七郎（内科学兼任） 
大正２・１～大正６・４   溝口竜三       
 
第二高等中学校医学部薬学科薬学科科長   
        製薬士 八木長恭 
 
須田勝三郎、佐野喜代作、細井美水、篠原吉祥、石丸生駒、井川寛一郎、 
柿沢信義、米城善衛右門、奥野政蔵 

「仙台医学専門学校」の記憶 
仙台医学専門学校医学専門部薬学科教室（片平丁）大正4年(1915)頃 
http://webdb3.museum.tohoku.ac.jp/tua-photo/photo-img-
s.php?id=C005424&kw=%B0%E5%B3%D8%C0%EC%CC%E7%C9%F4%CC%F4%B3%D8%B2%CA&mode=0（より改変）  


 
 
回 会長 所属 
1 (昭和 2年 4月) 林  春雄 東京帝国大学医学部 
2 (昭和 3年 4月) 森島 庫太 京都帝国大学医学部 
3 (昭和 4年 7月) 三輪  誠 北海道帝国大学医学部 
4 (昭和 5年 4月) 長崎仙太郎 大阪帝国大学医学部 
5 (昭和 6年 4月) 八木 精一 東北帝国大学医学部 
薬理学会会長 
八木精一教授  
大正15年（1926）頃 
八木式心灌流装置 
１９３１年(昭和6年)４月３１日薬物学
を薬理学に改称 勅令第６６号 
昭和１４ 
薬理学実習室 
柳澤、昭和47年本教室にて受講 
http://webdb3.museum.tohoku.ac.jp/tua-photo/photo-img-s.php?id=D05-1-014-
027&kw=%C8%AC%CC%DA%C0%BA%B0%EC&mode=0 
http://webdb3.museum.tohoku.ac.jp/tua-photo/photo-img-s.php?id=D05-1-014-
025&kw=%C8%AC%CC%DA%C0%BA%B0%EC&mode=0 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
八木
精一先生
碑
 
先生は
岩手県の人父医師喜八母えつの
長男として明治十五年
五月十一日西磐井郡日形村に生まれる四歳日杉村小学校に入り一関佐沼高等小学校へ 転じ旧制仙台二中の第一回生第二高等学校三部を経て
京都帝国大学に医学を修め明治四十一年十
一月業を畢る次いで
京大森島庫太教授の助手として研究に従
い助教授に聘せらる大正元年十二月薬物学研究のため独逸に留学し大正五年二月帰朝すその間フライブルグ大学ストラウブ教授
研究室或いはロンドン大学カシュ ニー教授のもとに於いて
薬物学の蘊奥を究む外遊中す に東北帝国大学医科大学助教授を拝し帰国して教授となり医学博士を授与せらる昭和四年欧州の学術視察の命を受け伊佛獨露の各地に歴遊す先生のは該博精密にして善く後進を育成し時 は俗間薬物の研究にも従い
ロデリアン
を完成すまた三度医学部長に選ばれ東北大
学の発展に貢献す昭和十九年三月定年退官し名誉教 の称号を受くこの年四月福島女子医学専門学校の校長として創設の任に当たり三 善く 事を統ぶ昭和三十五年二月四日病を発し
二十一年溘焉と
して逝去す先生の人となりは幼くして不群
友交に正誼常に理を重んじ権に屈せずまた広く書画を好み詩歌を詠じ柔道野球漕艇を楽しむ先生は早暁 時起床し
て
研究
を整理し読書し思索す朝暉の庭前に達するや花園を劃 整然綿密に植樹することを其 学 ごとし然れども人情豊かにして辺幅を飾らず身 持すること疎にして厳人に接しては寛て温上下 分た 熱く礼を以て人を遇す当 語り 曰く和而巳と蓋し先生の如きは共学に徹し礼と和を貴び逍遥自適以その生を完すと云うべきか茲
先生を敬慕する者
 
相図り顕徳の碑 建て以て先生を懐し
みその偉積を偲ぶ
 
東北大学教授
 
吉田賢抗撰
 
門人代表東北大学教授
 
寺坂源雄建
 
昭和三十六年
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（仙台輪王寺に建立）
  
   
東北大学帝国大学医学部薬物学講座 
 
大正４・８・１３～大正５．３．３．２     
                                                     助教授          八木精一 
大正５．３．２～昭和１９．３．３１     
                                                     教授     八木精一 
大正８・１．８～大正９．５．３１     
                                                    助教授   土井利三郎 
大 正１４・１・９～昭和２・６・３０     
                                                助教授   村島泰 
昭和５・７・５～昭和１０・４・８      
                                               助教授     高橋敞 
昭和１４・２・１５～昭和１６・４・１５           
                   助教授     中谷重綱 
                                                                         （岩手医専教授へ） 
昭和１６・４・１６～昭和１９・１・２５ 
                                                     助教授           丹野与三太   
回 開催年月 会 長 所 属 
1 1950年10月 寺坂  源雄 東北大学医学部 
2 1951年 9月 真崎  健夫 北海道大学医学部 
3 1952年 9月 中屋  重綱 岩手医科大学医学部 
4 1953年 9月 角田  幸吉 弘前大学医学部 
5 1954年 9月 田辺  恒義 札幌医科大学  
6 1955年10月 鈴木  武彦 福島県立医科大学 
7 1956年 7月 松田  勝一 新潟大学医学部 
薬理学会北部会会長 
    
    
    
   
   
   
    
  
  
    
  
    
  
   
   
    
 
    
    
    
    
    
    
  
    
    
 
    
 
 
 
   
 
   
 
    
   
 
 
 
 
 
  
8 1957年10月 寺坂  源雄 東北大学医学部 
9 1958年 8月 田辺  恒義 北海道大学医学部 
10 1959年 8月 中屋  重綱 岩手医科大学医学部 
11 1960年10月 角田  幸吉 弘前大学医学部  
12 1961年10月 鈴木  武彦 福島県立医科大学 
13 1962年 7月 松田  勝一 新潟大学医学部 
14 1963年 8月 田中   護 札幌医科大学 
15 1964年 7月 橋本  虎六 東北大学医学部 
16 1965年 7月 中屋  重綱 岩手医科大学医学部 

万年青はロデア・ジャポニカ（Ｒｏｈｄｅａ Ｊａｐ
ｏｎｉｃａ）と云う学名であり、韮（にら）、大蒜
（おおのびる）、玉葱（たまねぎ）、野蒜（のび
る）などと同系の、ユリ科植物の一種。薬草
として古くから用いられ、今日も漢方薬として
利用されているばかりでなく、医薬品として
ある製薬会社からロデリアンの名称で売り
出されている（現在も有るか否かは不明）。
万年青は痔ろう、脱肛、打ち身、蛇毒などに
用い、解毒にも効能がある。 
 
東北大学大学医学部薬理学講座 
 
昭和２０・３．１０～昭和３６年       
                    教授     寺坂源雄 
昭和２２・３．２６～昭和２６年９・３０   
                                                    助教授     山口弘孝 
                                                                         （山口医大教授へ） 
昭和２６・１１・１６～昭和３０・９・１    
                  助教授    石塚一雄 
昭和３２・５・１～昭和３３・７・３１              
                  助教授    高橋考 
寺坂源雄教授 http://webdb3.museum.tohoku.ac.jp/tua-photo/photo-img-
s.php?id=D09-1-50J-034&kw=%BB%FB%BA%E4&mode=0 
16. Uretaneの白血球に及ぼす影響  
上條一也 
東北大學醫學部藥理學教室 
日本薬理学雑誌 46(2): 15 -16 1950 
18. 淋巴心臟の生理並に藥理 1. 淋巴心臟の自働能に就て(蛙及蟾蜍) 2. 
藥物吸收に對する淋巴心臟の意義(蛙に於ける實驗)  
石塚一雄 
東北大學醫學部藥理學教室 
日本薬理学雑誌 46(2): 17 -18 1950 
1. 淋巴心臟の藥理 蜆蠑及亀淋巴心に對する藥物の反應  
石塚一雄 
東北大學醫學部藥理學教室 
日本薬理学雑誌 46(4): 177 -178 1951 
2. トノサマ蛙の浮腫及び水腫に關する藥理學的研究(第1報) 特に酸及び
アルカリの及ぼす影響に就て  
高橋富雄 
岩手醫科大學藥理學教室 
日本薬理学雑誌 46(4): 178 -179 1951 

医学部本館 ／ 昭和40年代 （広報調査課移管写真より） 
http://webdb3.museum.tohoku.ac.jp/tua-photo/photo-img-
s.php?id=K730101&kw=%B0%E5%B3%D8%C9%F4&mode=0 
実験犬輸
送の乗用
車か 
薬理学教室 
病理学教室 
本館と正面玄関 
http://webdb3.museum.tohoku.ac.jp/tua-photo/photo-img-
s.php?id=C011008&kw=%B0%E5%B3%D8%C9%F4&mode=0 
医学部本館と建築中の基礎研究棟 ／ 昭和48年(1973)12月 
研究棟と講義棟は主に薬理学・病理学研究棟の敷地の上に建設された。 
1973年秋のオイルショック、資材費高騰のために、5階まで鉄骨が組まれたがしばらく工
事が中断され、6階より高層部は鉄骨の高さを節約して完成にこぎつけた。 
http://webdb3.museum.tohoku.ac.jp/tua-photo/photo-img-s.php?id=K129010&kw=%B8%A6%B5%E6%C5%EF&mode=0 
医学部基礎研究棟（現１号館） 
昭和49年7月竣工 
http://webdb3.museum.tohoku.ac.jp/tua-photo/photo-img-
s.php?id=K128913&kw=%B0%E5%B3%D8%C9%F4&mode=0 
中山貢一先生 
あらためて、ご退職おめでとうございま
す。 
また、お招きいただき、まことにありが
とうございます。 
この新たな「虎の子、虎の孫」会の皆
様のご健勝と、ご活躍を祈念して。 
 ご清聴ありがとうございます。 
星陵地区航空写真 539年頃http://webdb3. museum. tohoku.ac.jp/tua-
photo/photo斗mg-s.php?id=K133912&kw=0/oC0°/oBl0/oCE0/oCD&mode=O 
6月22日を創立記念日としている。東北帝国大学の発足は、京都帝国大学に遅れること10
年、九州帝国大学に先んずること 3年であった。
明治40年9月1日、東北帝国大学としてまず発足したのは、札幌農学校を母体とした農
科大学であった。次いで同44年1月1日理科大学が開設された。理科大学の校舎は、片平
丁の二高と医専の西北に接して新設された。東北帝国大学の開学式が盛大に挙行されたの
は、大正2年9月22日である。
「東北帝国大学医学専門部」時代
東北帝国大学が発足すると、仙台医専は帝国大学に附属することになり、明治45年 (1912
年） 3月29日をもって「東北帝国大学医学専門部」と改まった。これは、やがて医科大学
を開設するための準備措置であった。
この年から北四番丁、現在の星陵町（せいりょうまち）の新しい宮城病院の西の草原に、
基礎校舎の新築が始まった。大正2年 (1913年）初頭には、まず解剖学教室ができ上がっ
た。以後、年々建築が進み、大正7年の本館を最後に基礎教室が完成した。
大正4年 (1915年） 6月には、医学専門部は、片平丁の校地から北四番丁に移転した。
宮城病院は、大正2年 (1913年） 3月をもって宮城県から東北帝国大学に移管されたが、
なお「宮城病院」と呼ばれた。それが「医科大学附属医院（通称「大学病院」）」となるの
は、大正4年の医科大学設置以降である。
医科大学設置にいたるまでの問、医科大学教授に就任する予定者がつぎつぎに着任した。
医専関係者の間では、医科大学ができるときは、医専がそのまま医科大学に昇格するむの
と考えられていた。ところが、実際に蓋を開けてみると、教授陣も学生も医科大学には引
き継がれず、いずれも新たに出発することになっていた。医科大学の教授予定者として東
北帝国大学が発足した後に着任した少壮教授と、山形仲塞は別として、仙台医専時代から
の教授の中では、遠山郁三が医科大学教授に抜擢され、そのほか少数の人が助教授に採用
されただけで、多くの人は、やがて退職せざるを得ないことになってしまった。また、医
専の学生募集は、大正3年春を最後に打ち切られた。そのため大正6年に薬学科、 7年4
月に医学科の学生が卒業して、医専は学生がいなくなり、事実上廃校のような形でなくな
ってしまった。このように、医専の関係者にとっては、はなはだ不本意な結末となったの
で、一時は不穏な空気が流れたほどであった。
なお、薬学科は東北帝国大学には引き継がれず、大正6年4月をもって幕を閉じた。以
来、昭和32年の医学部薬学科開設まで、本学は薬学科を持たなかった。
8 
戦前
「東北帝国大学医科大学jの発足
帝国大学は総合大学であるから、複数の分科大学を持たなければならない。東北帝国大
学は、既存の札幌農学校を農科大学に昇格させ、それに理科大学を新設することにより、
総合大学として発足した。そこに、北海道帝国大学創設の気運が高まりをみせてきた。す
なわち、農科大学を東北帝国大学より移管し、新たに医科大学を設けて総合大学としよう
というのである。
九州帝国大学は、帝国大学としての発足は本学より遅いが、福岡にあった京都帝国大学
第二医科大学を移管し、それに新設工科大学を加えて発足しているから、すでに明治44年
に医科大学を所有している。もし、北海道帝国大学が本学より先に医科大学を持つことに
なれば、本学での医科大学創設は大幅に遅れかねない。そうなれば、東北地区は永く医学
の後進地として取り残されることになろう。
このような事情から、本学は大学を挙げて医科大学設置に努め、大正4年（1915年） 7 
月14日、ついに北四番丁の地に「医科大学」が発足した。初代の学長には、医専校長であ
った山形仲塞が補せられた。
山形は、その後大正5年4月学長を辞し、大正7年5月に退官して、本学最初の名誉教
授となった。この退官は、まだ停年制がなかったから、自ら身をヲ｜いたものであった。医
科大学は大正8年、銅像を建てて彼の功績を称えた。この銅像は、昭和18年軍に供出した。
医科大学の授業は、大正4年9月1日に開始された。第一回の入学者は51名であった。
なお、「医科大学」が「医学部」となるのは、大正8年 (1919年）である。
医科大学の初代教授たち
前述のように、九州帝国大学に次ぐ第四の医科大学を、本学に置かねばならぬ必然性よ
りはむしろ、北海道帝国大学に後れをとらぬように急いだ感のあるわが医科大学の創設で
ある。創設する以上は、わが国の医学を先導するような優れた大学にせねばならぬ。これ
が創設に携わった人々の心底からの決意であった。大学の成否は教授の人選で決まる。初
代教授には、情熱に燃え、豊かな才能に恵まれた新進気鋭が選び抜かれた。そのなかには、
木村男也、佐藤彰、加藤豊治郎らいわゆる「銀時計」組も含まれている。
教授就任の年齢をみると、西 成甫 30歳、山川章太郎・佐武安太郎 31歳などほとん
どが30歳代である。また、東京帝国大学出身者が多くの要職を占有していたこの時代にあ
って、本学では佐武、八木、那須、小柳ら新興の京都帝国大学出身者をも初代教授に迎え、
これが、学閥にとらわれぬ学風を産む要因となった。ちなみに、母校が誇る「東北ジャー
ナル」は、東大出身の加藤豊治郎と京大出身の佐武安太郎の緊密な協力によって育て上げ
られたのである。
初代教授の多くは、赴任に先立ち外国に留学している。当時、わが国の医学はドイツ医
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トネリコ属植物樹皮に関する故八木精一教授の門下生の研究の概説
An Outline of the Students of the Late Prof. S. YAGI 
on the Bark of Fraxinus-plants 
中量重綱 Shigetsuna NAKAYA 
岩手産科大学．薬理学講座 （主任 ：中庭重病教授、
Dept. of Pharmacology, Iwate Med. College, Morioka (Prof. S.NA!¥A'>AJ 
トネリコ属 Fra:tinu.s植物樹皮の薬理学的研 第 l論女から始める．なお，飯田は Fraxinus
究は，僅かに Zanda(1914）が 1部行ったのを borealis Nakai=F. longicu..spis Sieb. et Succ. 
除けば八木門下の飯田権三郎，奥井辰雄r 渡辺 を使用と書いているが，余がその入手状態など
親孝〈目薬理誌．昭2. 2編）以外；こはなかった
と言える．飯田 3績と奥井3編とは総てToho-
ku J.E玄μ.Med. (1935－→8）ドイツ文である．
余の恩師故八木精一東北大名誉教援：土万年青か
らロデアリンを作ったりし．業績は多いが，先
生が最も期待された研究は突はこれであった．
余はその遺志をついでこの研究に着手してい
るが，一方ではトネリコ属槌物の分類学が最近
大いに変ったので、その方面を検討すると共に，
先人の研究を再検討する事とした．先ず飯田の
図1.故八木精）東北大名誉教授
（石井伯亭画伯の尚銭高より：－
を検討した所突は主に r~ lanuginosa Iくoidzu-
mi var. serrataコパノトネリコと F.Siebol-
diana Bl.マノレバアオダモてあったと推定され
る．これιついては近く発表の予定である．
I .飯田： コパノトネリコの1成分フラ
キシンについての化学的及び薬理学的研究
1 .化学的事項など． コパノトネリコは木
犀 （格〉科に属する中等大の樹木で．我閣の山
林に生育している．その幹は灰白色の平滑な樹
皮で、蔽れ，その奇数羽状複棄は大怒S-7枚の
図2.サトトネリコ
〈岩手県産泉洞にて中島写すJ
15{) 
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府内形小業からなる．総状花序をなす1.色小花 述べ， Wessely号事！t.205・という．この物質と問
は春季に咲き，そののち翼を持った笑となる． ーか夜か決定し得ないが．滋似の物である事は
この樹皮は同属の F.ρu.binervisBl. （中屋註 ： 磁突である．彼は彼の得た物質を使宜上Fraxin
ヤマトアオ〆モ F.longたuspisSieb. et Zucc. と ll!f.~；事とし，荷物質の相違が確定すればこの
と舵定される〉の樹皮と同様に，民間療法で利 名称をもちらん改めようと，次tこ同一立オてから
尿茶，解熱薬，リウマチ薬として，現在は余り佼 樹皮を種々な季節に係袋し毎閉その一定f訟を
用されないが使用されていた．この樹皮の水性 細切挫i戒しlOOccの氷を加え24h放慨後抽出液
エキスで家兎笑験をrった所．不快な中議fiE状 をiP.5JIJし i戸液の Fraxin合盆を比色した所，
を起さない訟ですでに，健康動物で顕著な利尿 9月に最大で1.0%，その後減少し，翌年7月
と温刺発熱動物で解熱とを示した．乾燥樹皮を に段小で0.3%を示Lた．
綿-l}Ji坐滅し10倍量の水を加えて水浴上で10時間 2. ~奪還学的事項． 文献を調べたが F.excel-
(hと略記）凌泣抽出物を酢酸鉛で沈澱し，生 sior Bl.から得た Fraxinについての Zanda 
じた沈澱をiJ'iBIJ後， 過剰の次酢自主鉛を加えて生 の報告しか見えない．彼Ii犬：こ Fraxin2g/kg-
じた陪i.色沈澱を氷で数回洗滋したのら然湯に 体震を投与した所．中毒症状は克られず．血圧
移し，硫化水紫を作用させて鉛沈殺を除き，過剰 ぞ体温も変らなかったが，娃では心始動i二軽度
のH2Sを駆逐後，水浴上で蒸発し，その残僚に の作用を見た．幸IJ尿については述べていない．
96%酒績の多量を加え放置後に陥黄色結晶性物 飯聞は彼のFraxinを温水に溶解し体温にまで
質が析出．これを96%！酒精の少1まで数回決議長し 冷却して投与した．全身現象に及19:す作用． 鮭
淡薮色物質を得た．これを然滋に採り数日開放 の腹部淋巴議内に大会のFraxinを投与すると，
置し結晶を完結させる．燦散点が一定となるま 10-20分後緋決された殿内に青色受光を認め，
で鱗製を反復し無色徴剰な針状結晶を得た．こ そののち角鉄：の背変を見た 自発運動はi務次数
れは無臭徴苦味をヰ干し，200℃で熔荷量し始め205 少く且つ遠くなり， E予奴は初め速く，のち遜く
℃で総｛す終る．冷水に難溶（20。Cで0.84g/L）.滋 浅く不規則になり約1hで消失した．反射運動
水やi忌穏；絡に易浴．冷酒鱗に尊重溶，エーテルや とfli絞反射lまなおよく維持されたが，数h後iニ
クロロホノレムやア七トンにほとんど不溶．水浴 消失した．この頃心拍動11弱いが規則正しく，
液ば弱敵性であり， 200万倍符釈まで青色蛍光 緋絞筋も坐骨神経の電気e<JlilJ絞で活穣に収絡す
を認めるが，散の追加で消える．濃厚水溶液は る.24 h以内J二殺すFraxinの設小f症はlOg/kg
赤黄色だがアルカりで波実変し，放伐すると踏 であり．その半盆では随窓巡動を軽度侵すのみ
褐色となる．この物質l主フェーリング液を還元 である．次；ニマウスに大量のFraxinを皮注する
しないが，アルカりか酸と共に煮ると逮元する と，呼吸運動は始め速くなるが，マウスはその
から配事主体である．塩化欽により賂緑色となり． 後多少不穏となり，尊重絞t'fJ京j般に過敏となり，
のち燈予定色の沈澱を析出．この物質は淡硫懲iこ 尾の挙上，E寺iこは全身の箔揚さえ起こすL}J'.があ
赤禍色に，i決硝敢に夜色に溶：するが．アンモェ る．しかし約2h後呼吸運動（ま緩徐かつ不緩則
ア水音（}Jlえゐと緒赤色となる．また塩般には畿 となり，髄怒運動は符iかつ梢劣となり，反射逮
黄色に浴it，アルカリを加えると波黄色となる． 動｛主鈍くなり遂に消失する.tf-吸停止後に越線
この性質はすでにF.excelsior Bl.（中昼注 ：gcー は現れなかった．心始動はこの際強く旦裁則的
meine Esche; common European ashの別 であり．人工呼吸により長時間持続した．呼吸
名が Wehmerの本ゃ MerckInd位 の本に見 停止直後；こ坐骨・神経電気刺較は支配筋の強い収
える〉から遊雛された Fraxinと大体一致する 総を起し待た．皮下投与最小致死金f主lOg/kg
が，熔融点は Rochled er l主320’とか190・と 位であり．約8h後死亡した．次に家兎は皮下
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へ FraxinO. Sg/kgでは全身症状に変化は見ら
れず， lg/kgで始めて呼股運動と反射運動との
程度Ai径が起仇数h続き．のち徐A tこ回復す
るが．巡動麻停は見られなFう、った． lOg/kgで
は逮動麻縛が見られ．時折死亡した．次に家兎
tこ2巡問 Fraxin0. Sg/kg宛毎日投与したが，
元気食欲．選定使排罰金．体温は変化しないし
尿中にま蛋白も穫も血色撲も見られなf:,‘った．最
後の投与の 3日後：こ倹叙して剖検したが，マク
ロでもミタロでも薬物ιよる中説的組織の変化
t主毘めなかった．
3. 呼吸と血圧． 約 2kgの’唱を兎でま引の如〈
顕動肱圧を水鍛i血圧計で促:Qし，Fraxin1 %混交
を毎分1ccの速さで頭動肱内に持続距人した．
約 o.02sg/kg；ニ淫した頃呼吸巡動は促進を始め，
この茨恥主約0.4g/kg必速するまで漸次強まり．
数は35%，接巾は100%治大し．これはO.Sg/kg
までつづL、た．他方血圧f主呼吸の変化の開始と
ほとんど同時に上弗し 0-lSg/kgで20-30mm
Hg よ舛して最高に達し.O.Sg/kgまでこれが
つづくが．流入を中』l：寸れば阿老とも徐4 ；こl吋
復した．
4. 循療器． ウレタン麻酔笈兎で人工呼放の
もとに顕動隊庄と共に． ＂＂・ンュー のミオカルジ
オグラフで露出心の拍動とオン 2 メーターで脇
容積とを曹己録した． 1%羽交を静践すると血庄は
始め徐々によ外し．次に艦皮だが明かなよ外当k
t自主持し．注入を中止すると徐々に回復する．心拍
動：土血底上昇と共tこ数も按巾も治大し．血圧回
復と共．こ回復する.l，特績の減少：工血匡上外よ
りも多少iiれて始まり ．血FEと共；こ回復する．次
1二ヲ γゲ γ ドルフ法で摘ll：反兎心を検した所．
海流郡安が Fraxiロ 0.0005%でな始動の数も挺巾
も軽度治大.0.001%でf主反って椋弱した．次に
エンゲルマ γ法；こより舵心拍動を記録した所．
lg/kgで：主心室収縮が強まり約30分で媛大仲m
；こ速し後徐A；二回復した.Sg/kgで：主Jilt縮の増
強を起すが数分後に；主減弱；こ移行し，解離が同
室聞に起り．のち糊W間；二も起った．澗停止；主
薬物投与後約8hであった． 次に八木－Straub
法による蛙摘出心でt三Fraxin会加えて0.01%
6二すると． 収fliiは治強したが，~強も拍動数も
不変であった.0.03%では反って抑制か始まり．
解離が現れ遂に停止しむとの時級紙的刺戟ほ
毎回速に l問の収縮で反応した．新鮮リ γ ゲノレ
韓交と交換すると，規則正しい強力な拍動を始め．
5を時間っ、づけた． アトロピンは上舵の経過を変
えなかった．血管. ~反兎から摘出した耳．小腸，
腎を型の如く混血用リンゲノレで血管消流し．種
Aな濃度のFraxin液0.3ccを場入ゴム管内に注
入した．苓i血管は0.2%0.3CCで一過性に収縮し．
2%では流出設が初主訟の拾になるまで減少し
た．腸血管でほ0.1%0.Jcc！主流出銭の減少を起
すが． 腸巡動は不変であった．字予i血符（~ 2%で
ふとんど不変．蛙下肢滋流では0.0001%以上で
流出減少を起した． また家兎赤lfn球..: .主溶血；工
起らないが.i集厚液では赤血球の粘玉野を起した．
5.尿分泌． 約 2kgの家兎に毎回 1回タ
6時に一定量の飼料を与えて飼台し朝9時ー か
ら~6時まで毎lhl lfil宛勝脱から湯原したが．
1 h毎の尿盆は動物により大主主があり， 2-8.
平均4.Sccで.10部即ち ！Oh分の尿の総計は30
-soccであった．朝10時にリンゲル20cc/kgを
幻内か皮下か血管内に投与しても上程とほぼ同
様であった．朝10時に2%Fraxin 20cc/kgを惇
内に注入すると ．尿意は第1時にすでに矯加1.第
2時・が極大で初盆の8-10僚 となった．そののち
始めにほ多少速かに次には徐Aに減少しこれ
は投与のSb後：こも初盆より大であり ．投与後の
8部の総尿ゑは対照の3-5倍であった．同一家
兎；こ5日後3こ同債のジウレチγを投与すると．
館 i時は初盆の8-13倍だったが．投与後3-
6 hで初君主2:たなそれ以下となり． 8部の総量
；主対照の3-4僚であった.1%FraxinlOcc/kgを
皮下または的跡内；こ与えた場合に込. Diuretic 
宏同様に与えた絡会に比し利尿；主や：主り多少i霊
〈現れるが持続：主長い．尿：主 Fraxin投与後に
な常に脊色鐙光な示し，鐙光：主尿盆の増減と共
tこ増減する ~t. ;flj尿がやんでも消失せず数h続
<. ~畏の俊光・：:l kX健すると漸次弱くなるが．？肖
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失は24h以上を要する．尿を稀硫酷か苛性カリ では腎の尿酸排誕生機能を促進して尿酸排池j;：の
と共に熱すると鐙光は30分以内に消失し，アノレ 増加を来すのである．この樹皮が痛風やリウマ
カり性銅液を還元する性質を得る.Fraxin 0.5 チ性疾患に奏効するのはこの作用によるのであ
g/kg静注された家兎5匹の投与後 24hの尿を ろう．
集めFraxin合会を比色した所，交付されたFra- 2.飯田：フラキシンに因る利尿の機転につ
xinの59-81. 平均73%が発見された.Fraxin uて． Fraxinが著切な利尿作用を有する事は
を係自l回O.Sg/kg宛2週間静注した場合にも． 前に述べた.Fraxinは血圧を上昇する故．この
尿中に結も蛋白も Hbも見られなかった． 作用も利尿に関与する釈である，；：， 上昇度1主少
6.唾液及び胆i十分泌． ウレタ γ麻酔家兎で 丸、から大きな意義はない様である． しかるに尿
腿管と顎下線とにカニューレを挿入し.1-2% 盆増加の初期には血液の水分合盈が増加してい
Fraxin液 5-lOccを静注した所，唾液は盆が たから， Fraxin l主総織に作用して水分苦ピ邸中
不変であり，f安光を示さなかった．組汁j;:！主尿 Eこ誘出させるに違いない．まずこ後期には尿1設が
盆治加中は減少し，矛lj尿が終った時に回復し なお榊加を継続するにかかわらず血液の氷分合
た．胆汁には鐙光が Fraxin投与後4hの間忽 重量が千年通俗よ りも減少するのは， Fraxinが努
められた．この Fraxin総量は投与Fraxinの に作用して尿酸排首止を促進するための様であ
2%に当る． り． 摘出湾流腎でもこれをIDE明し得た． 故に
7 .腸運動． マグヌス訟により Fraxin0.001 Fraxin I主総織に作用して氷山を起し， 同時に
%に迷すると，毎回ではないが軽度の緊張上昇 腎の排法機能を促進して尿蛍を増加させるので
と援巾滅弱を示した.0.02%ではトーヌス上昇 ゐり．血圧上弗も多少これに関与する様である．
1まなく，援巾は減弱した．しかし0.06%でも運 3.奥井：トネリコ腐植物の配絡体類につい
動は止まなかった．
8.体温.0.2Sg/kg Fraxinを皮下に与える
と，蕗腸混は健康家兎・では変らないが，温刺発
熱家兎では確実で且つ持続的な解熱を起した．
O.Sg/kgでf主1-2℃下降し， 2 h後に極値に
逮しその後5h続いたのう南次回復し始め
た．曾内投与では更に徐々に起り，また徐々に
回復した．
n.八木門下の， トネりコ属積物樹皮に関
する主に薬護学的研究の7績について
1.飯田：フラキシンの尿重量緋池に及ぼす作
用について． 家兎iこ Fraxin 令与えればキノ
フ；：.:/ （アトフ.， :/, フェニノレキノリソカルポ
γ厳〉を与えた時の如く，尿中に緋骨量される尿
酸2訟の橋加を来す．その作用はキノフェソに比
し少し5弘、が溢に長く持続し，浴車日総土佐はき字し
t、かまたは大である．血中尿酸t訟は初期tこ：主治
加するが，後期すなわち尿酸緋池湖加の継続中
て． ＝パノトネリコ． トネリ＝及びヤチ〆モf主
総て Fraxinの他になお 1種の配縮体を含む．
これを余は Fra叉ininと命名する．フラキシニ
ンは少し褐色を手持びる大きな針状品で徴苦味を
有し，修融点｛主262℃，その薬理作用はFraxin
のそれと佐賀ほ同一であるが．利尿及び尿酸排
波促進作用は Fra幻nの際より徐Aに遂行し久
しく持続する．放にこれらさ主薬が書留.mやリウマ
チ性疾患に奏効するのは Fraxininも関与する
のであろう．
4 . !l亀井：フラキシニンと他の手！J~主義及び君臨
風薬との，尿並びに尿滋排3世に及ぼす作用の比
較研究.Fraxinin:t..利尿の強度においてジウ
レチγや Fraxinに匹敵し．サ・リチノレ殻ソーダ
に溢に鐙り，＊酸排fil:促進作用においてキノフ
ェγ及び Fraxinに匹敵し，Diuretin. アンチ
ピリゾ及び＋リチル酸を迄に凌駕する．
5 .奥井：ヲラキシニンに因る！＊.酷排池増加
にほ普通念よりも減少する．放に Fraxin~主ー の線転について． Fraxininに因る尿酸排池の
方では身体組織から尿酸の遊出を促進し，他方 橋加：：tFraxinの俸の如く．血中尿酸会盆の増
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方日』えび宇fの尿l'it排読ま機能の充遂に図るのてあ する~：の樹皮末は更に有効であった． 総配継体
る．そして血中尿酸含t誌の増加は身体細胞の崩 遜隊法を改良十れば理懇的なものとなると考え
綴を促進するだめではなく，またアラソトイン
の酸化合抑制するためでもなく．総額量内に滞留
する＊~が胸中iこ移行するのを促すによる．設
にこれら物質またはこれを含むきた業主r連続投与
しても身体細胞の崩壊を促す怒れはないである
う．
る；という意味の本を述べている．
1.その他の先人の研究
中屋が文献を調べた所， Fraxinなる名はす
でに Salm骨 Horstmar(1856). Stokes (1858), 
Rochleder(1859）も用いている．また Wessely
毒事 (1929) t. F. excelsio1・ 131. Et.び A escul us 
6.渡辺：秦皮総配鎗体の義理学的研究． h幼如何stanumL. (Kastanie; horse chestnut 
秦J1c:（トネリコ樹皮の別名）~配務体を家兎 treε〉のいずれも樹皮からFraxinを分離した．
に投与寸るι 尿中に排挺される尿酸気の著明 薬理学的研究については八木門下以外には，
な治加を来す．この現象11，血中尿滋i喪肢の上 Zandaが犬にFraxin2 g/kg投与したが中議痘
昇及び'{.f尿~排百~~量能の充遂に図るのである ．
そして血中尿磁波度の上昇l土．車窓配絡体か尿民主
代紛を潟節する副交感符~中棋を輿.させて組
織内iニ滞留する尿酸が血中に移動するの念促進
する結集である．
7.渡辺： 秦皮ままPC君事体の臨的研究．
Z舞皮総記絡体を人体に与えると，尿中に緋慨
する尿隊最の機加を来す．そして同一盆を与え
てニ場合の尿酸嶋加の強度は，健康者の際よりも
筋肉リウマチ患者の際；こ.：蓬．こ警切である．訟
に上院疾患の際‘こよ尿露支の蓄積地加するZ鮮が推
測される．そして尿貫主排i世震が表明なま曽Jn'.i-来
したのb症状の軽快が始まり，薬物が．王とんど
尿酸緋i世:mの治加を起さなくなった頃に定状が
退散する占拠から推測すれば，これら疾怠は尿駁
代紛と関係を有すると思われる．要するに．漢
楽着~l主liQ.漢医家；こよりトネリコ鼠織物樹皮と
して径々なリウマチ性及びリウマ乎機疾忽など
に使用主れたが．飯間や実弁の研究；こより含有
配絡体；こ援母排波促進作用と利尿解2ーなどの作
用とがある事を知った．渡辺l土筋肉リウマチ息
迄・；二試用した所．これら配滋体も有効ではある
が．樹皮の煎剤ふ一層有効であり．これに相当
3!: 
状1エ見られなかったと寄いているに止まる．一
方．京都薬大嶋田玄弥教授〈昭38停年退職さ
れた） ；主約15径のトネリョ属高直物敬訪ベ，1938
年に第11報，1952年に書店7報を宛表し．始めは
Aesculetin，次にAesculinとFraxetinとFra-
xinを発見し，ぎた始めはマpロ法でこれらを
分離し，後lこはt戸il:.？ロマト法でこれらを認め
ると共に材部にもこれらを認めている．また富
山大学薬学部の森田教綬ら主F.jafxmica Bl. 
から悠滋点Fp203-204・の配鰐体を分業し，こ
れ．ま Aesculinであると主怒している.Merck 
Indexの本などによれば.Fra:xin•主F目前t泊－8-
J・D-glucosideで，棄農水物のFpi主205'.アルカ
リ溶液では黄色を示し，膏緑色の笠光を放っ．
Fraxetinは 7,8・Dihydroxy-6・me出oxy-cou-
mar inで Fp228.；なお Esculinは Esculetin-
6-glucosideであ＇）. 205・で分解する.pH5.8以
上で青色祭光を放っ.Esculetin；土6,7・ジオ
キジタマリソであり.Fp 268-270• . 務アルカ
リで‘ヱ守色受光を~すと奮いてある．
2字績は次の後会に鎗いたい．また中屋l'i本3悪窃で昭
和38年度文書5省科学3実験研究費を受けたので．今後多
くの研究協力者と益事に究明したい．
献
日da.G.: Tohoku J. Exp. Med. 25. 454-470. 471-475 (1935）.ー ー Ibid. 26. 1-8 (1935）.ー ーー
菊池定雄．中屋..：；岩手l:'U志.19641こmぷ予定．一－Merck& Co.: The Merck Index. 7. Ed. Rahway 
1960.一－~田直史． 鐙 光正 ：；築学書fl!t. 73. 771095の.Okui,T.: Tohoku J. Exp. Med. 30. 534-539 
1937). Ibid. 32. 226-232. 233・238(1938）.－~chleder : Pogg. Ano. 107. 31 1859). W曲師食
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より事IJl - Salm Ilo町田町：Pogg.Ann. 97. 637 0856). W~四郎よ り 11JJl. 一一・図＇$＂~事：護
学緩怠. 58. 636 CJ938 ; ra:so. 508 1940). 1"172. 63. 65. 67. -498. so1 <19s2勺縫合研究認僚会集
位4・ア~C,·書住宅再 学術月事匝ilfl!I資料，損害2:2号 412望Ef紹26.12月J L同第41号552買（1828.？月 : r司2~7-
2~8Jt. （昭2事.2~ .ー-St。kes:J. Chem. Soc. 1. 17 (1858:. We制限より引用．四ー渡辺重量孝 ：E
薬理At:.43. 18・20.35・39(19.(1）.ー －Wehmer:Die Pflanzcnstoff~. S. 727. 949. 1929.一－WtSSCIY
u. Demmer: Ber. Deur. ChellL Ges. 62. 120 0929). h1M よ ~5 I.Fi. - Zanda : SiochcmiS(:be!> 
Hand！相ikOn.VII[ S, 3J7, ~IM 19)4, hDA より；rnt1.
i邑’陣I
本学会名誉会員 〈昭和50年 4月〉橋本成六先生は極早期胃錨の手術を皮の門病
院で受けられ，経過は；極めて順調であったが，平成2年 3月 9日夜病室で倒れら
れ，回視のためあらゆる手段が講じられたにもかかわらず， 3月 14日不：J僚の客と
なられた．事年79歳．
先生は，昭和12年東京帝国大学医学部医学科をご卒業後，直ちに同大学医学部
薬理学教室の田村憲造教授の門を叩かれた．同教室副手，講師，助教授を経て．
昭和$7隼 6月東北大学医学部教授にご就任，昭和49年 3月定年退官されるまで約
12年間，薬理学教室 く現在第一薬理学教室〉を主宰された．昭和制年には第二薬
理学教室を増設され，今回の東北大学医学部薬理学教室の発展の礎を築かれた．
定年退官後，間もなく財団法人食品薬品安全セシター秦野研究所の研究顧問に就
任され，同所長を経て，昭和均年には同理事長にご就任，お亡くなりになるま
で，わが閣の食品薬品の安企怯の確保に尽くされた．
本学会においては，昭和32年に評議員．昭和39年 7月には第15回日本薬理学会
北部会を主催され，昭和制年5月より 5年間理事の任に就かれた． ζ の間，昭和
47年 4月には仙台において第45回 日本薬理学会会長として総会を開催された．こ
の総会にはノーベル賞受賞者の ］.Axelrod博士ほか多数の外国人学者を特別講
演やシソポジウムに招聴され，また，久しく絶えてし、た英文のブ同ジーディング
一・‘・~~·~発符を復活＜｝.礼るなどヲー 総会白の運営に新風を吹き込ま土i.t.；.←都議員が大学関係 …
者の枠を越えて拡大されたのも乙の総会からで，本学会の今日までの発展の一大
布石となった．
海外活動としては， 昭和唾7年 4月 IUPHARへの日本薬理学会代表，昭和47
年 5月ドイツ薬理学会名誉会員，同 5月イギリス薬理学会正会員に推挙され，両
学会と本学会との交流に尽力された．さらに，東南アジア・西太平洋地域の薬理
学振興の必要性を痛感され，?vi.J, Rand教授乙東南アジア・商太平洋地域薬理
学者の集いを結成し， 1976年第 l回目の会合をシソガポールで開催された．以
来，この集いの発展に尽力され今日の隆盛を見ているる
ご専門は循環器系の薬理学であるが，それまで，冷血動物の心臓に頴っていた
研究からの脱却のために，ハーパード大学の O.Kraγer教授の門を叩き，イ ヌ
心肺標本の技術を学ぽれたが，こニれに飽き足らず，東北大学に魁佳されると．イ
ヌの摘出心臓の各所を栄養動脈から血液で漉流するイヌ摘出血液瀧流乳顕筋 ・洞
房結節・房室結節標本を開発され，これらの標本を中心に，ご退官まで約 150編
の英文自著論文を発表された．この標本は現在でも橋本の標本として世界中から
高く静価されている．先生の強烈ながらも慈愛に満ちたお人柄に窓かれ，学内 ・
学外から俊英が集まり，門下生より，平則夫，千葉茂俊，橋本敬太郎，佐藤進，
遠藤政央，中山賀－.飯島俊彦の薬理学教授を始め多くの人材が輩出した．
このような橋本先生のご偉業を称え，ご冥福をお祈り申し上げる．
く平則夫記〉
